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アーチダムの振動観測
Observation　of　Vibration　of　Arch　Dam

岡本舜三・加藤勝行・伯野元彦・荒川常昭

　1．　当研究室では従来より構造物の動的性質研究の1

部として実在する構造物の振動を調査してきたが，殿山

ダムについての結果がまとまったのでこれを報告する．

内容は貯水池の満水および渇水状態における起振機によ

る振動試験および設置している地震計による地震観測の

結果である．殿山ダムは変角アーチ式コンクリートダム

で堤高62m，頂長128・992m，堤厚は天端4・339m，底

部約12mであってその特徴はサドルを用いて形を対称
としたこと，　堤体中腹部に5・2m×6・Om　のオリフィ

ス6門をもつことである．基盤は左岸の1部に硬質砂岩
をみるほかすべて堅い礫岩層で断層はない．動弾性係
数は左岸358t，’cm2，右岸384t／cm2河床部443t／cm2

でサドル基礎には　consolidationgroutが，その下流に
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　第1図　Resonance　curve（symmetric　vibration）
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図に示す．図には満水時と渇水時に行なった実験結果を

ならべてある．これより固有振動数および減衰常数を求
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第4図　Mode　of　symmetric　vibration　of　lst　order
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第5図　Mode　of　symmetric　vibration　of　2nd　order
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第6図　Mode　of　asymmetric　vibration　of　2nd　order

第1表　固有振動周期と減衰常数　めると第1表とな
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第3図Resonance　curve（asymmetric　vibration）た・頂部

アーチ上各点および中央片持梁上各点に感振器をおき
response　curveおよびmodeを測定した・結果を第1｛・6

数は反対称振動の方が対称振動より大きく，

影響は余りない．水位上昇による動水圧の換算付加質量

の増大，エネルギの水中逸散の増大等を考えればこの結

果は理解できる．

　起振機を上下方向に起振することによりダムには上下

数の値は在来の通念

より小さい．減衰常

　　　　また水位の
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第7図Resonace　curve
　（vertical　vibration）
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第9図Frequency　analysis　of　eart
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第8図Records　of　earthquake　motion　of　arch　dam

方向にも共

振現象のあ

ることが初

めて注目さ

れた．この

うちには水

平方向の共

振を誘起し

た場合も含

まれている

がそれはダ

ムがドーム

状であるか

らであると

推定される

　3．昨年来，

石本式加速度

　　計を天端

　　中央部に

　　設置し，

　　地震を観

　　測してい

　　るが，主

　　要な地震

　　について
　　卓越する
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第12図　Magnification　of　earthquake　motion　at
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第13図　Magnification　of　earthquake　motion
　at　the　1／4　point　of　crest　arch

第2表　加速度地震計記録における卓越周期

日 時1鉛莇酬半径方酬胴方酬水　位

周期を示

すと第2
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第11図Frequency　analysis　of　earthqnake
　motion　at　the　1／4　point　of　crest　arch

各点および岩盤上におきスタ・一一一・ターを用いて詳細な地震

記録をとることも継続している．第8図は1959年6月
28日地震の記録（①と⑥は右および左側1／4点の半

径方向，②と④は天端中央の半径および切線方向，

③と⑤は右岸基礎上の河流に直交および河流方向）
である・その岩盤上，天端中央半径方向，および1／4点

半径方向の記録を周波数分析すると第9～11図となり，

先に加速度地震計から得られたと同じ結論が導かれる．

なおこのグラフから基礎上とダム上の振動成分の比をと

って（第12，13図）減衰常数を推定すると対称および
逆対称振動とともに先に推動実験から得られたのとオー

ダ的に同じ値が得られる．
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